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例 言

1 ．本書は、新千歳空港用地内の埋蔵文化財包蔵地発掘調査のうち、昭和61年度に調査を実施

した美々3 ・美沢5 ･ 10･ 11遺跡についての報告である。

2．調査は、財団法人北海道埋蔵文化財センターが実施し、本書は調査を担当した調査部調査

第一班が作成した。執筆は以下のとおり分担し、 このうちペンケナイ川流域の遺跡群Iにつ

いてはそれぞれ末尾に文責者を記した。

調査の概要野中一宏、美沢川流域の遺跡群X佐川俊一、 フレペッ遺跡群Ⅱ野中一宏、

ペンケナイ川流域の遺跡群I I野中－宏、森秀之、畑宏明、大野亨、 Ⅱ佐川俊一、

野中－宏、森秀之。

3． 自然科学的な観察や分析等については、次の方がたに依頼し、結果の一部を本書に掲載し

た｡美沢10遺跡火災住居跡出土木炭の液体シンチレーション炭素年代について、山田治氏(第

4分冊1-4)、美沢10遺跡出土の黒曜石石片の水和層年代について（第4分冊1-5 )、

近堂祐弘氏。美沢10遺跡旧石器出土居及び関連層（第4分冊1-6)、岡村聰氏。

4．写真撮影は、野外調査を伊野正之および各調査員が、室内整理作業での遺物等を伊野正之

が担当した。遺構図等のトレースは篠崎淑子、大野亨、土器の実測・ トレースは新庄素子、

三崎かおる、河口ひとみ、久末真紀子、石器等の実測・ トレースは舟口直子、大場奈緒美、

村岡由美子力§おもに担当した。また、本文中のさし絵は西山史真子による。

5．本書の図の縮尺、発掘区・地層・岩石等の記号については別記のとおりである。

6．本書に記載する出土資料は、北海道教育委員会が保管する。

7．調査にあたっては次の機関や人びとの指導ならびに協力をいただいた。

文化庁、奈良国立文化財研究所、北海道教育委員会、千歳市教育委員会、苫小牧市埋蔵文

化財センター、運輸省東京航空局千歳空港事務所、株式会社|｣|田組、北海道開拓記念館、北

網圏北見文化センター、札'幌医科大学第二解剖学教室、帯広畜産大学、北海道教育大学札幌

分校、岩手県立博物館滝沢村教育委員会東北歴史資料館、財岩手県文化振興事業団埋蔵

文化財センター、青森県埋蔵文化財調査センター、仙台市教育委員会、大谷敏三、田村俊之、

佐藤一夫、宮夫靖夫、工藤筆渡辺俊一、大島直行、石田肇、百々幸雄、三野紀雄、春日井

昭、岡村聰、門崎允昭、近堂祐弘、辻秀子、久保勝範、佐藤訓敏、大塚和義、沢田正昭、宮

本長次郎、町田章、柳田純孝、富樫泰時宮塚義人、河原純之、山崎信、鵺丸俊明、小池裕

子、桐生正一、笠原信男、岡村道雄、菊地利和、中川重紀、三宅徹也、斉野裕彦、吉岡恭平、

及川格、佐藤洋、北沢実、田部淳。

（順不同、敬称略）



記号等の説明

1 ．遺構等の表記は以下に示す記号を用い、発掘順に番号を付した。なお、美沢11遺跡（第4

分冊所集）のⅡ黒居の士擴はI黒層との混乱を避けるために、途中の番号をとばし、 101番

からとした。

H :住居跡及び類似遺構 P :土曠（墓を含む）

T: Tピット SP :柱穴様ピット

F :焼土 HP･SP :住居跡に伴う柱穴などのピット

2．遺構などの図は、原則的には下記の縮尺で表し、方位を示す。例外については、 その都度

スケールを示す。

l/40:住居跡、土曠、 Tピット、焼土、柱穴様ピット

l/4 :土器実測図 1/3 :土器拓影図、Ⅳ～Ⅵ。X群の石器実測図

1/2 : I～Ⅲ群の石器、土製品、石製品の実測図

3． レベルは標高（単位m)で示す。

4．遺物分布図では、原則として各種の遺物を下記の記号で表記する。例外については、その

都度凡例を示す。

●：土器。 ▲：石器(I～Ⅲ群･00･01a)。 △剥片類(01･02)。

■：石器（Ⅳ～Ⅵ群)。 □：礫。 ◆：土、石製品。

5．遺構の規模は、確認面での長軸長×短軸長／床（底）面での長軸長×短軸長／確認面から

の最大深（単位m)の順で記し、平面形は床（底）面の形状で表わす。

6．遺物の大きさは、土器については器高、口径、底径の順で記し、石器、土製品、石製品に

ついては、最大長、最大幅最大厚の順で記す。

7．遺構出土の遺物は、伴出遺物、混入遺物ともに合わせて各遺構の項の中に記載する。

8．土居名は、下記の略号で記す。

Ta-aE､ (a) :樽前a降下軽石層。 Ta-b層、 (b) :樽前b降下軽石層。

I黒層(I黒) :第1黒色土居。 Ta-c,居、 (c,) :樽前c,降下軽石層。

Ta-c2層、 (C2) :樽前c2降下軽石層。 Ⅱ黒層、 （Ⅱ黒) :第Ⅱ黒色土居。

Ta－dl層、 (d,) :樽前dl降下軽石層。 Ta-d2層、 (d2) :樽前d2降下軽石層。

Ⅲ黒層、 （Ⅲ黒） ：第Ⅲ黒色土居。

En-aローム層、 (EnL) :恵層a降下軽石の風化したローム質粘土居。

En-a層、 (EnP) :恵庭a降下軽石層。 Spfl層、 (Sf) :支笏軽石流堆積物。

9．土居の混在状態は、上記の略号を用いて下記のように表わす。

A+B :AとBはほぼ同量にまじる。 A>B: AにBが少量まじる。



10．岩石名は下記の略号で記す。

Apl. :アブ°ライト。 And. :安山岩。 Aga. : メノウ。 Aga-Sh. :メノウ質頁岩。

Ba :玄武岩。 BI-Sch. :黒色片岩。 Che. :珪岩。 Gni. :片麻岩。 Gr-Mud. :緑色

泥岩。 Gr-Sch. :緑色片岩。 Jad :硬玉。 Mud :泥岩。 Obs. :黒曜石。 Per， ：

カンラン岩。 Sa. :砂岩。 Sch. :片岩。 Ser. :蛇紋岩。 Sh. :頁岩。 S1. :粘板

岩。 Ta. :滑石。 Tu. :凝灰岩。 Hornf. :ホルンフェルス。 Rhv. :流紋岩。
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I 調査の概要

この調査は、北海道開発局札幌開発建設部が建設を進めている新千歳空港用地内に所在する

埋蔵文化財包蔵地の緊急調査で、本書には、昭和61年度（第1l年次）の調査について収録した。

1 ．調査概要

事業名 新千歳空港用地内埋蔵文化財発掘調査

委託者 北海道開発局札幌開発建設部

受託者 財団法人北海道埋蔵文化財センター

調査遺跡・所在地・面積
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一道教委登載番号

A－03－98

J-02-82

J－02－l58

J-02-159

遠跡名

北海道千歳市美々988 25ほか

北海道苫小牧市美沢185-6
美々3遺跡

美沢5遺跡 ｜
付替道路工事用地|メリ

〃

北海道苫小牧市芙沢3'(）

北海道苫小牧市美沢185 3
美沢10遺跡

美沢11遺跡

昭和61年5月1日～5月5日

昭和61年5月6日～9月10B

昭和61年11月1日～昭和62年3月26B

準備

発掘

整理

調査期間

2．調査体制

財団法人北海道埋蔵文化財センター 理事長 植村 敏

專務理事山本慎一 常務理事

業務部長間宮道男 調査部長

調査第一班長畑 宏明（発掘担当者）

文化財保護主事長沼 孝 文化財保護主事

文化財保護主事野中－宏 嘱 託

嘱 託森岡蜜台 嘱 託

写真技師伊野正之蝋
北海道教育委員会社会教育部文化課

文化財保護主事越田贄一郎 文化財保護主事

（昭和61年6月16日～8月23B)

藤本英夫

中村福彦

俊一

秀之

裕香

川

田

佐

森

中

青柳文吉

1
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図1 遺跡の位置
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3．調査の経緯

新千歳空港用地内の埋蔵文化財包蔵地については、建設計画の具体化に伴い、開発地域のう

ち既存施設部分および未買収地部分を除く、約450haの分布調査が昭和49･50年度に行われて

いる （｢美沢川流域の遺跡群」 昭和50年度千歳市教委)。また、昭和57 . 59年度にも北海道

教育委員会（道教委）文化課によって美々8遺跡美々4遺跡と美々3遺跡の間の分布調査が

行なわれ（｢美沢川流域の遺跡群」Ⅵ.Ⅷ昭和57． 59年度道埋文)、 さらに、昭和60． 61年

度には付替道路部分（延長5.2km) とA滑走路南側進入灯工事部分の分布調査が実施された。

発掘調査は、昭和51年度から始まり、本年度で11年次目となる。調査主体者は、当初、道教

委であったが、昭和54年9月、財団法人北海道埋蔵文化財センター（道埋文）の設立に伴い、

当センターに継承されて現在に至っている。

新空港建設用地内には分布調査の結果、約234,000㎡の埋蔵文化財包蔵地が所在しており、

昭和60年度までに約71%に相当する167,000㎡が調査済みである （表1 )｡

付替道路は、空港川地|ﾉ1を縦横断している千歳市道美々泉沢線等、数ルートの道路（図8）

の閉鎖に伴う代替道路で、図lに示すとおり、現空港と新空港の境界付近から南へ~トリ、途中

東へ大きくカーブして苫小牧市植苗で国道36号線と交差するルートである｡分布調査では、 5ヶ

所の埋蔵文化財包蔵地が確認されており、道教委と札建との協議の結果、このうちの3ヶ所(美

沢10･ 11 ･ 13遺跡） について発掘調査を行うこととなった。延面積は16,510㎡で、 このうちの

1,693m2は現状保存として調査の対象外となっている （表1 )｡

表1 新千歳空港用地内の埋蔵文化財包蔵地調査の推移〆
53年度54年度55年度56年度57年度58年度59年度60年度61年度畷‘に農

楽※ ※※※

10,906 （5,00〔》

4，565 6，113

※擬※燕 3，4007， 150 6,475 6, 180 5,899（呑1 1）
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昭和61年3 11 4 1 1現在 （第9次調整） に加筆訂正

第1黒色上牌以'二を調査薯 Ⅱ黒層以下は調査未了。

第Ⅱ黒色土孵以下を調査｡但し面憤集計から除外｡

調査面禎約24()㎡。但し面碩集計から除外｡

承寿

※※弾

襲※※弾

３



本年度の調査は当初、除雪車車庫建設予定地となっている美々3遺跡とA滑走路南側進入

灯の建設にかかる美沢5遺跡について実施する予定であったが、付替道路部分の用地取得の進

展に伴い、当初計画を変更し、美沢10 ･ 11遺跡の中で工事が最優先される部分、延5,597㎡に

ついて発掘調査することとなった。このため、調査体制自体も改編せざるを得なくなり、 6月

16日から8月23日までの間、道教委文化課から文化財保護主事1名の派遣を受け、調査員5名

体制で調査に当たることになった。

美々3遺跡は新たに着手する遺跡で、過去6次にわたって調査された美々4遺跡の西側に連

続する部分である。本年度の調査面積は当初、北半分の4,900㎡であったが、上述の調査工程

の変更に伴い4,565㎡の調査で打ち切った。現地調査は昭和61年5月6日～6月21日まで行い、

Ⅱ黒暦のみを対象として実施した。Ⅲ黒層およびローム質粘土居の確認調査については、付替

道路工事部分の面積増に伴い、本年度は保留し、次年度以降に実施することとした。

美沢5遺跡は昭和54年度に舌状台地の大半が調査され、 Tピットを主とした遺構や縄文時

代前期を主とした土器、石器等が検出されている。本年度の調査地区は昭和60年度の分布調査

の結果新たに加えられた部分で、前回の調査区の南東側に隣接しており、調査面積は660nf

である。現地調査はⅡ黒居のみを対象として昭和61年5月17日から5月26Hまで実施した。

美沢10遺跡はペンケナイ川の右岸に立地しており、調査面積は前述のごとく、工事工程の都

合から、 5 ,620㎡のうちの工事が及ぶ範囲4,027㎡である。現地調査は昭和61年6月23日から9

:踊忠朧縣鐘鰯鷺蓋直蕊確繍MMWfM:
ﾙ､の眼地部分は道教委によ,てT事京会が実施されてぃ急。
遺跡は美沢10遺跡の対岸に立地しており調査面積は美沢10遺跡同様に8,040㎡のう

の工事が及ぶ範囲1,570㎡である。現地調査は昭和61年7月28日から9月6日まで

調査は当初､ Ⅱ黒層のみが対象であったが､ Ta-C層除去後にI黒層の遺構を

〉よ美沢10直跡の対岸に立地しており、調査血槇は美沢10遺跡同様に8,040㎡のう美沢l1

本年度分

なった。

認したた

ち

事が及ぶ範囲1,570㎡である。現地調査は昭和61年7月28日から9月6日まで行

は当初、 Ⅱ黒層のみが対象であったが、 Ta-C層除去後にI黒層の遺構を確

Ⅱ黒層の調査に先立ち、 これらを調査した。また、 Ⅲ黒層およびローム質粘土層ぶ ）

の確認調 ゴーE fは、本年度の調査区が斜面部にあたるため、平坦部を調査する次年度以降に実施す

,た。なお、川沿いの湿地部分については美沢10遺跡同様に工事立会が実施されていることとI

る。

彊 E終了後、 11月1日から4遺跡の遺物、諸記録を室内にて整理し、本書を作成して昭現地調

和62年3ノ '26日に調査を終了した。

含来新千歳空港における発掘報告書は、遺跡の分布する河川または湿原の名にちなん
~÷汚」〆、 ろ

/J､イつ、 1 １

で表題が‐ )けられており、本書でもこれらを踏襲したため、 4分冊となった

4



4．調査の概要

(1) 発掘区の設定

1 ）美沢川・フレベツ遺跡群

昭和49 ． 50年度に行なった分布調査の際の50m四方の基本区画（図2) と、 それを5m四方

に100分割した小区画を単位として、従来発掘が進められてきており、本年度報告分の美々3 ．

美沢5遺跡についてもそれに従っている。なお、南北軸は、座標北に対して西偏7 ．22′38″

である （図2）。

今回報告する美々3遺跡の調査区は、 G, ･G2-62． 63区（図5)、美沢5遺跡の調査区は

B2-96区（図6)の基本区画内にある。

2）ベンケナイ川遺跡群

美沢10･11遺跡の調査では、空港用地と距離が離れているため、新しい区画を作ることとし

た。設定するにあたっての発掘区の区分は空港用地内と同様に、 50m四方の基本区画とそれを

さらに100区分した5m四方の小発掘区を単位としている。

発掘区の南北軸(Y軸）は、ペンケナイ川をはさんで両岸にある付替道路のSP2,300と

SP2,400を結ぶ直線から起こした。

基本区画を設定するにあたっては両遺跡の全域を包括して、 さらに本年度の調査地区をでき

るだけ少ない基本区画内に収めるようにし、南北軸(Y軸）を南からA～O、東西軸(X軸）

を西から0～10と付した。従って基本区画の名称は、南西隅の交点で表示される。

小発掘区は、基本区画の南西隅を00とし、北へ01～09、東へ10～90と付し、名称は基本区画

と合わせてE7-01、 G7-00のように表示される。なお、 Y軸は座標北に対し、東偏

15｡00'19"である （図3)。

今回報告する美沢10遺跡の調査区はB7～E7･B8･C8区美沢11遺跡の調査区はF7 ･

G7区の基本区画内にある （図7)｡

(2) 層序

本年度の調査遺跡は、 その分布から大きく3地点に分かれているものの、基本的な層序に違

いはない（図4）。 しかし、火山灰の降下軸の違いや地点ごとの地形の差によって各遺跡ごと

の層相には変化が認められる。おもな遺物包含層はI黒層とⅡ黒層である。

以下、上層から順に各層について記す。

表士層層厚約20cm･草木根を含む黒色土。

Ta-a層･ Ta－b層層厚60～80cm・樽前山起源の降下軽石層で、 Ta-a層は1739 (元

５
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図3 ベンケナイ川遺跡群の基本区画および発掘区の呼称と調査地区

文4）年、 そしてTa-b層は1667 (寛文7)年の噴出物とみなされている。

地点ごとでは、平坦面で比較すると、 Ta-a層は美沢川流域が厚く、 フレッペ湿原からペ

ンケナイ川流域に移動するに従い薄くなる傾向が認められる。一方、 Ta b層は全く逆の様

相をみせており、美沢10 ･ 11遺跡では20cmほどの層厚である。

I黒層層厚10～20cmの黒色土。美々2遺跡では、本層上部に桃白色の細粒火山灰が堆積し

ている。 これは苫小牧火|｣ |灰(TM)に相当

するものと考えられている。本層からは、縄文

時代晩期、統縄文期、擦文期そして新しくは江

戸時代の遺物が出土する。

Ta-c層層厚40～60cm･木屑は上部の軽

石層(C& ) と下部のスコリア眉(C2 ) に2

分され、上部のCⅡ層はさらに5～6層に細分

される。本層の上下両層から縄文|侍代晩期末葉

の土器が出土することから、本居の|噴出年代は

2300年前頃と推定される。

Ⅱ黒層居厚30～40cm・美沢5遺跡の台地縁

辺部では、木居の堆積は薄く5cm程度であった。

この層からは、縄文時代早期中葉～晩期の遺物

が出土する。

Ta-d層木屑は、上部の硬い岩片からなTa-d層木屑は、上部の硬い岩片からな

-F0

埋
叫
、
艶
丘
壺

表 土

樽前a軽石(Ta-a)層
樽前b軽石(Ta－b)層

第1黒色土( I黒)層

樽前c軽石(Ta-c)層

I

第1I黒色土(II黒)層

樽前d軽石(Ta-d)E
第1II黒色土(111黒)層

恵庭a軽石(En-a)層

2

4

ローム質粘土層

Ｆ

Ｄ

而

支笏軽石流(Spfl)堆積物

図4標準土層模式図

局



るスコリア層(d! )と下部の軽石眉(d2 )とに2分され、美沢川流域では20～30cm、フレペツ

湿原付近では50～60cm、ペンケナイ川流域では1mを超す厚さで堆積している。 dl層は美沢

10遺跡で10～20cmの厚さで間断なく認められたが、美沢川流域では断片的にしかなく、多くは

Ⅱ黒層下部に混在しているのみである。 d2層は上部の榿色に風化した軽石と下部の黄色のや

や硬い軽石からなる層で、下部の軽石は美沢10． 11遺跡でしかみられない。本層の噴出年代は、

基底部出土の木炭によって8,980±160yBP(Gak-228)の年代値が示されていたが、苫小

牧市有珠川2遺跡で本層下から縄文時代早期の貝殻文土器が出土したこと （｢有珠川2 .植苗

3遺跡」昭和53年度道教委）によって、 8,000年前頃の噴出物とみさなされるに至っている。

Ⅲ黒層居厚5～1Ocm･本層からは､~美々4遺跡で黒曜石製の両面調整石器（｢美沢川流域

の遺跡群」Ⅵ昭和55年度道埋文）や黒曜石のチップ（｢同」Ⅷ昭和59年度道埋文）が

出土したことがあり、後者のチップの水和層年代測定では11,900±500y.B.P. 、 12,300±700

y.B.P~の年代が示されている。

En－a層層厚150～200cm・上部の風化ローム(En-L) と軽石(En-P)からなる

層で、地点ごとの差は少ないが、ペンケナイ川流域では上部のロームが厚くなる傾向がみられ

る。

ローム質粘土層層厚80～120cn'。支笏軽石流起源の堆積物で大きく5層に分化でき、その

間に2～3枚の細粒火山灰層がみられる。本層については、岡村聰氏による分析の結果が報

告されている （第4分冊1-6 )。本層からは、過去に美々5 ・美沢1遺跡（｢美沢川流域の遺

跡群」Ⅲ昭和53年度道教委） と美々4遺跡（｢同」Ⅷ昭和59年度道埋文）で石器類が

発見されており、今回の美沢10遺跡からも出土した。

ローム質粘土層の下位にはSpfl層、 Spfa層が順に堆積している。

（3） 調査の概要

1 ）美々3遺跡一第2分冊一

美々3遺跡は、美沢川左岸の台地上に立地し、過去6次にわたって調査されている美々4遺

跡の西側に隣接している。本年度の調査は、前述の計画変更に伴い、遺跡の北半分4,565㎡に

ついてのみ行なった。調査の対象層はⅡ黒層である。

調査の結果道跡および動物の足跡、土壌5個と共に土器石器等14,691点が検出された。

道跡は、北西一南東方向、延長100mにわたって確認された。これは、美々4遺跡の昨年度

調査地区から発見された道跡とつながるもので、総延長は145mにもなり、 さらに本年度調査

区外北西方向へと延びている。

動物の足跡は4列確認された。いずれも足跡の大きさ、並び方、間隔からキツネのものであ

る可能性j§高い。

土曠はいずれも調査区北佃llから検出されており、近接して分布している。形状はいずれも

8



ほぼ円形を呈した小型のものである。遺物を伴うものはなく、時期、川途ともに不詳である。

検出された遺物のうち、土器では後期後葉から晩期初頭にかけてのものが最も多く、以下、

晩期末葉中期後葉のものが続く。 このうち中期後葉のトコロ6類に相当するものは、調査区

の南東部に集中する傾向がみられる。石器では、 たたき石が最も多い。また、 フレイク・チッ

プの集中箇所が4か所発見されている。 このほか、片石製の石斧および、 これらを製作または

再生する際に剥がされたと思われる剥片も比較的多量に検出されている。

2）美沢5遺跡一第3分冊一

美沢5遺跡は、用地南端のフレペッ湿原に突出した舌状台地に立地している。本年度調査地

区は、昭和54年度調査地区の南東側に近接しており、舌状台地の先端部にあたる。調査はⅡ黒

E660㎡を対象として実施した。
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果、 Tピット1個と土器、石器等162点が検出された。 Tピットは溝状の細長い

査区中央部にある。土器はいずれも同一個体の破片で、後期初頭の沈線文を有する

。 しかし、昭和54年度の調査では、 ｜司様の土器や余市式土器は全く出土していない。

つまみ付ナイフと石斧片2点しかなく、 このほかは剥片および礫片である。

調査の

もので、

土器であ

石器には

結
Ｉ
調
ｌ
喝

3）美

美沢10

10遺跡一第4分冊一

跡は、ペンケナイ川上流部の右岸にあり、標高25mの台地上からそれに続く北向き
f
蝿諾蝋脚患蝿鵬糾職鯛灘卿競鷲霞禦：
れる。本年度の調査は、付替道路工事範囲4,027㎡について、 Ⅱ黒層をおもな対象として行ない

下位のⅢ黒層、 ローム質粘土屑についても、 それぞれ発掘面積の10％、 4％相当について確認

調査を実施した。

調査の結果、 Ⅱ黒層からは住居跡5軒、土曠42個、 Tピット5個と共に土器、石器等

畷轍掘品葱鮮噺轆蚤卿剛展獅判土湛
25,050点7

住居跡

径が10mを超す大型の住居跡である。また、 H 2 ． 5とした中型の住居跡は火災にあった

もので、大量の炭化材が検出された。この炭化材の14C年代測定を依頼した結果H 2は

4, 110±6()y､B.P~ 、 H－5は4,080±60y,B.P.の値が得られている。また、 これらの炭化材

について'よ樹種|司定を依頼している。詳細な鑑定結果を待って改めて報告したい。

土擴はすべて台地上に分布しており、径lm内外の円または楕円形を呈するものである。時

期が判明Jたのは、 27個あり、 4個は縄文早期に、 14個は前期に、 9個は中期に位置付けられ

る。これ;う以外についても、覆土の堆積状態や土器の分布からみて、前期～中期に属する可能

性が高い．縄文早期の石器製作に関わると考えられるものが1個あるほかは、 どのような機能

をもつものか不明で、墓と判断できたものもない。

Tピットは斜面下部に2個、台地縁に3個ある。形状はT－2とした低地にあるものが楕

円形であるほかは、溝状の細長いタイプ°のものである。台地縁にある3個は、等高線に直交し

て作られ、列をなしている。このうちの2個からは底面から杭穴が検出されている。

検出された遺物のうち、土器では縄文早期～後期後半にかけてのものが出土した。縄文前期

のⅡ群b類が最も多く、 Ⅲ群b－2類、 I群b 4類がこれに次ぐ。これらはおもに台地平

坦部に分布しており、時期毎に若干の分布域の相違が認められる。

石器等では剥片石器および石斧の量が極端に少なく、 いわゆる北海道式石冠や石錘が多い。

談灘鯆酬鴬驚臓嘉瞳顛|輔輔撫潟‘‘_岨”
ほどのV屑中から検出されたもので、分布域から微量ながら2か所の炭化物を含む範囲が確認

された。剥片の石材は黒曜石、めのう、珪岩で、 このうち黒曜石石片2点について水和層代測

定を依頼したところ16,100±1,000y.BP、 17,000±900V.B.Pという結果が得られている。

12



○

⑱＆N

窪
『

一

一
一
一
一

~~~一二ニミ≦‐
〉
一
一
一

一
一

一
~
一

一

一

一
一
一M 一参天

、

一一一
＞一

一－一一一

｜
～
一 、

燕 災
好

~L ＞冬一
I

”霧、胃=‐
～~唇‘… 、

》
一
一

２

~

~

一

~

一

、~~

峯 ~~、
~I~~鍵建ざ（

K

毒 I
､道

琴 二言

《、---』
､～ミニ

一

美沢11遺跡

ニギ≦

篭
I

、

■
■

Z一一一＜-－
一

蕊 鰺
一
一
一
一
一
毫
一 稗識、 ~

G
、

’
I

24“

＝

100m0

日 ~

鐸脅本年度調査地区

蕊燕次年度以降調査地区

"道教委工事立会地区

鐸脅本年度調査地区

蕊燕次年度以降調査地区

"道教委工事立会地区 薑薑
、

〆~、

熱〃

言
、

、

毫葱

、

仏目

ノ
~

~

陰
＝

ニーミ＝

識
一

〆
，

~、

、、
~、

、、
君
一
一
一
一
一

職
苓
訂
＄

誤
蝿

鶏
､､縦

C 、、§、ミ

美沢10
、

B …

一
重

、
ノ21~)罰"_灘一一一一一三ニーーニA

菫’87 両50 1

図7パンケナイ川遺跡群の分布

1つ

10



4）美沢11遺跡一第4分冊一

美沢ll遺跡は美沢10遺跡の対岸にあり、台地上から斜面にかけて立地している。本年度の調

査区は斜面中腹から川沿いの低地部分にかけての1,570m2である。調査は当初、 Ⅱ黒層のみが

対象であったが、 Ⅱ黒層上面の精査時にI黒層の土曠が確認されたため、 Ⅱ黒居に先立ってこ

れらを調査した。

I黒層からは、 16個の土擴とその覆土から64点の土器、石器等が検出された。土擴は調査区

全域からみつかっている。 1個は後北C2式期の墓と考えられるもので、他は縄文晩期末葉に

位置付けられる可能性が高いが、用途は不詳である。

Ⅱ黒層からは、住居跡6軒、土擴10個、柱穴様ピット9個、焼土3ケ所と共に3,033点の土器

石器等が検出された。また、調査区北東隅の一部には、 Ⅱ黒居が断層となっている部分が発見

された。

住居跡は縄文前期のもの4軒(H-l～4)、時期不詳2軒(H-5 ･ 6 )である。 これ

らのうち、前期のものは斜mi中腹に分布しており、他は調査区北東|制の一段低いテラス部分に

ある。

土曠は、縄文晩期末葉に属する1個(P-lOl)以外は、時期、川途ともに不|ﾘ1である。

焼土は11 1上部のⅡ黒層上面(F-1 )とH－5の覆土中から検出されており(F 2 ･

3）、 F－lの周辺からは縄文晩期末葉の土器片や有茎の石鍍が出土している。

検出された遺物のうち、土器には縄文早期～晩期末葉にかけてのものがあるが、 V群c類が

最も多く、 Ⅱ群a－2類、 Ⅲ群b類のl1頂でこれに次ぐ。

石器等では、縄文前期に伴う無茎石鍼や美沢10遺跡にはほとんどない4か所に挟入がある石

緬どが職Iだ,ている”

~~

一

一

一一＝一一
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Ⅱ遺跡群の立地と環境

新千歳空港の建設用地は、札l幌と苫小牧のほぼ中間にあたる千歳市の南方にあり、現空港と

国道36号線とに挾まれたところに位置している （図l )。用地は、北と西を現空港に接し、 こ

れと平行する南北に細長い範囲で、広さは、現空港との共有部分も含めておよそ710haである。

用地の中央には、千歳・苫小牧両市の境界にもなっている美沢l l lが西から束に流れ、南端は、

勇払原野からつづく湿原に面している。

この地域は、西方約30kmのところにある支笏カルデラを噴出源とする火山砕屑岩台地の束縁

にあたり、地表は、更新世の恵庭岳、完新世の樽前山等の噴出物によって厚く覆われている。

台地は、札|幌～苫小牧低地帯に面し、 これに向って束に緩やかに傾斜しており、西から東に流

路をとる、 ほぼ平行な幾筋もの谷によって刻まれている。美沢川、 フレッペ湿原、ペンケナイ

川も、 このような谷のひとつで、低地帯南部を貫流する美々川の支流となっている。美々川は

千歳市市街地の南、現空港の東方に源を発し、美沢川など幾つかの支流と合流の後、全国でも

有数な野鳥の棲息地として知られるウトナイト沼に注ぎ、勇払川、安平川と合して苫小牧市東

郊で太平洋に達している。

この地域には、現在も大規模な湿原が発達しており、縄文海進時のころには、海水が入りこ

み入江か潟湖のような景観であったと考えられている。縄文時代前期の内陸性貝塚として名高

い美々貝塚は、美々川と美沢川との合流点から、本流を3kmほどさかのぼったところにある。

ヤマトシジミを主体とし、縄文尖底土器を出土するこの貝塚は、 このような環境のもとで形成

されたものである （｢美々貝塚」昭和50年度千歳市教委)。

また、札幌～苫小牧低地帯南部は、冷温帯系の広葉樹と、亜寒帯系の針葉樹の混交する、汎

針広混交林帯に属している。 しかしながら、 たび重なる火山'噴出の降下物のためか、植生復活

の早い広葉樹が卓越し、 ことに美沢Ⅱ|周辺では、開拓以後に植栽されたものを除けば針葉樹は

みられない｡
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T幸，

剛
1吋’
一…小．

~

つも

1反
4J



ﾉ
2号&堂

~~

皇

毫
一

二

一

一

三

一

一
一”一一一一

逗

壽

二二＝

Z

~

一

一
一
』

簔雪
美沢川遺跡

二
三二

． ．_;君＝

震
諺きき息務

参』裳

)津
ﾉI I

／
ノ

ケン"ぞ一
一

~
~

塚

〆

罫

〆

″

〆〆

〆

ン

三

〆

〆
〆

一

〆
ア

〆

〆〆〆〆
壷

』 』詮 字
『 み＃ 』 』
シ

、ﾐさ、
〆
エ

〆

〆
一
諺

ﾉ
一

､～
ﾉ

ノ

〆

イ

ﾉ

j

ノ

ノ

ノ

F守
戸

ノ
?

〆

〆一二一一一一一一一口、、
〆 F 一、

『

ノ 、

ｹ

ﾉ

ｰｰｰｰ&壽－－－－ム

ノ
1

1

1
イイ

ノノ

ノノ

ノ

ノ 1
1ノノ

１
１

図， 遺跡群の立地と周辺の扉

16



: 』 :｡. f

諄 ?涼一

|I
、〆＝ニ ･ '品

愚
－ 一~

ノ
、

、

4豪弓、
塚

､
院
裁

、

へ

似う&
川遺跡群

一
し

}

ゴ

議冤夕〈
、

音

戸~~~
声声

Zノ

一ﾀ1｡/

募猟

、

Ｔ

ｒ
７
Ｂ
１

Ｉ

兇李・

一

一汽
飾

、
、
、

・
刺
し
象
筆

〆

伊

〆
だ

、ー

、

一一/

I ~~

＞
X ．

宣
】茜．

､どふ
z b P

､: 滋だ

Yi好jj ≦

L

’
Ｉ

ン

ﾌ〆
↓ 』

凡

ざfｼ号 誠二釧彦員廷一彦~EL "．．1 1

、

I

一
一

一一一一一ー｜

標高20m以上の丘陵地

I

＝＝遺跡群範囲

■■本年度調査地区

17

I



Ⅲ調査の方法

1 ．発掘と整理の方法

各遺跡とも調査対象のI黒層あるいはⅡ黒層を覆っている火山灰Ta-a、 Ta b、 Ta

－c層については、ブルドーザーによって下部10cm程度を残しながら除去した後に、残りを人

力で除去している。

遺物包含層の上面を露出した段階で、表面のレリーフから道跡や動物の足跡を確認するとと

の遺構の存在を予想することが可能である。美沢10･ 11遺跡の住居跡などは、 この

存在が予想できた。

発掘は、はじめ5m四方の区画を，区画おきまたは列ごとに掘り進め、早期に遺跡

握するよう努めた。その後は、通例のような遺構ごとあるいは区画ごとに発掘を進

種もに、各

段階でそ

包含層

の概要を

行させた

美沢1O

(ハノ

の
Ｉ
把

遺跡ではⅡ黒層発掘終了後、 Ⅲ黒層やローム質粘土層の確認調査を行った。Ⅲ黒層は、

の10%、 ローム質粘土層は同じく4%について行った結果、 Ⅲ黒層からは全く検出

たが、 ローム質粘土層から石核および剥片、礫片が出土した。

また、住居跡から検出された炭化材は、全点番号を付して20分の1の平面および垂直分布図

を作り、樹種同定用と14C年代測定の試料を採取した。樹種同定試料のサンフ°リング方法は長

い炭化材については両端および中央部から2～3点、短かいものは中央部から1点を親指大程

度の大きさで採取した。

遺物の整理は、発掘現場において水洗・注記及び大まかな分類までの作業を行った。分類は

後述する分類項目に従っている。

冬期間は、おもに遺物の復原、実測図の作成などの作業にあたった。土器は、完形品および

3分の1程度以上に復原できたものについて実測した。破片については、時期・器形・文様等

の出現頻度を考慮しながら抽出し、遺構からの出土品は、おもに伴出遺物を抽出して拓影図を

作成した《》石器は、器種、石材等の出現頻度を考慮しながら、おもに完形品について実測した。

2．遺物の分類

1 8



(1) 土器

I群縄文時代早期の土器

a類いわゆる貝穀文土器および条瘍文土器群

b類絡条体圧痕文、組紐圧痕文、撚糸文、縄文等のある土器群

~ b－1類東釧|路Ⅲ式に相当するもの

b－2類コッタロ式に相当するもの

b－3類中茶路式に相当するもの

b－4類東釧路Ⅵ式に相当するもの

Ⅱ群縄文時代前期の土器

a類いわゆる縄文尖底土器

a－1類いわゆる綱文土器およびこれに伴うとみなされる羽状縄文土器

a－2類中野式土器およびこれに類するもの
うえない

b類円筒土器下層式土器、植苗式およびこれに類するもの

ⅡI群縄文時代中期の土器

a類円筒土器上層式土器

b類円筒土器に後続する土器群

b－1類天神山式に相当するもの

b－2類柏木川式・紅葉山式に相当するもの

b－3類 トコロ6類および煉瓦台式に相当するもの

Ⅵ群縄文時代後期の土器

a類余市式および入江式に相当するもの

b類船泊上層式、手稲式、ホッケマ式に相当するもの

c類堂林式に相当するもの

V群縄文時代晩期の土器

a類大洞B式およびBC式に相当するもの

従来Ⅳ群c類に含めていたJX-3 ･ P-106 (道教委「美沢川流域の遺跡群」Ⅲ

昭和53年度）で代表される土器群は、突瘤文・爪形文の組合せをもつ深鉢や三叉文等

の付された壺・浅鉢等と破片で判別することは困難であるため、 ここでは便宜上一括

して本類に含める。

b類大洞C1式およびC2式に相当するもの

c類大洞A式に相当するものおよびタンネトウL式土器に類するもの

Ⅵ群続縄文文化期の土器群

Ⅶ群擦文文化期の土器群
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(2) 石器等
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